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肥大期の水管理の重要性を強調 しているが,今後,果
実の生産性に視点をおき,生育Stageに 合った 水管理
の試験が必要 と思われる。

4 ま  と  め

リンゴ樹に対する道正な濯水点を把握するための資

料を得るため,乾燥過程における土壌水分含量と諸生

理作用との関係を検討 した。

この結果,果実肥大の抑制が最も早く現れ,次 いで

気孔開度,蒸散量で, 7.S.D.の 上昇が最も遅かった。

これら生理作用の臨界点における最高含水量を

「

値に

換算すると,果実肥大抑制の徴候がうかがわれたの綺
pF 315で あり,その後1巴大率が明らかに低下 した水分

量は ,Fユ4に相当した。

さらに,気孔開度,蒸散量の減少, LS.D.の上昇

はそれぞれ, pp 5 55,36,41で あった。

したがって, これらのことから,瀬水開始時の水分

点は最も低張力で果実肥大抑制の微侯がうかがわれた

pFこ 15以 下にあるものと推定 した。

リンゴ の 自家受 精 に 関 す る研 究

第 1報  スターキングと恵の花の成分分析について

野 呂  昭司t岡 本
(暴r森県リルご試験場

1 ま え が き

山田ら(1)は 自家結実率の高い品種として恵をあげ,

また低い品種としてデツシャス系をあげているが,筆
者らもこの事実を確認 した。しかし, これらの自家結

実率の違いについてはこれまではとんど検討がなされ

ていない。

この報告はスターキングを対照として花の生育ステ

ージごとに糖および糖アルコール,有機酸,ア ミ′酸
についての成分変化を比較したものである。

第 1表 試料の採収期
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この研究の実施に当たって,食品総合研究所園芸第
一研究室長萩沼之考博士ょり種々御指導,御助言をい
ただき,心から謝意を表する。

2試 験 方 法

1 供試樹と採収時期
りんご試験場は場の恵およびスターキングの成木を

用い,昭和48年 4月 のcreon cllueter期 から5月 の落花
後にかけて時期を4時期に分け,生育ステージごとに

花を採収 して第 1表 ),凍結乾燥した。

生育ステージ,1
`

2 3 4

採 収 時 期

1973

4月 26日 , 30日 5月 4日 , 8日 5月 12日 , 16日 5月 21日 , 25日

生 態

cre€n cLu€t€r

-I).e?l.nk
Pink 噸 開 花 期

´     ::
落 花 後

2 分析方法

凍結乾燥物を粉砕器で粉砕 して,それを
'0¢
アルコ

ールで抽出 し,糖および糖アルコール,(2)有機酸はガ

スタロマ トグラフィーにより(第 2表),ま たアミ′酸

分析計(3)に より分析 した。
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第 2表  ガスタロマ トグラフィーによる糖および糖アルコール,有機酸の分析条件

分 析 項 目 TMS化 試 薬 反応温度 カ ラム
恒温槽
温 度

キャリヤー

ガ   ラ、 検出器 内 部 標 準

oLucoe6

Iructos€
Sorbitot-

Iaoeito].
q,ulnl3 acid

Pyriこ i“, o45潔

TMS―工al iぬ zo■
,

α 15潔

Tn口 eth7■dhro■ 31■anO

00"

室 温 5う詢口‐52 1ア 5℃
N2
08毯

F工 D
N -a.otta
gh3oaa d ine

Sucroae 向  上 同 上 同 上 240C 同 上 同 上 Tr€haroea

Ma1i. ac Lt

Bi3(tri m ethy■)trif■ ‐

Цoro acetic a口 ide

o 172

Tri口 ethy■ chro■ 81■a‐

n3         0004記

100C 同 上 152℃ 同 上 同 上 B€nzolc acld

6試 験 結 果

1 糖および糖アルコール
花の主成分は商品種 ともにFructooo,G■ uc ooo,So_

rbito■ ,ぉょびS ucroε Oで他に少量の工nOSito■ が検 出

2 有機酸
主な酸はQuirliC aciaぉ ょび Ma■ic ac工こであるが,

成分変化の比較では Q■ lniC aclこ はスターキングが

どのステージでも多かった (第 2図 )。

3 アミ′酸
6frfi l 6l;{ ff3trtt}oBA€Fra€tn€, olu-

tan1r16, Adpartlc aciq O:'utao i.c aclal, E.eoBl-
n€, Serla6, Proflne, CltyciE, Alabln€, Va].ine,

M€th1on1ae, Isol€u.lne, l,€ucln, Tyr.o61B6, Ph6n-

ylalalrl!16, t-a E iBobutyllc ac1al, OrllthiDe, Hi-

された。また商品種の成分変化を比較すると,ス ター

キ ングでは Pttk bua期 から開花期にかけてFnCtO‐

00,0■ uco98,SOrbit Ollぉ ょび SuCr000の 増加がみら

れるが,恵でltみ られなかった。また Inogit。■の変

化については差がみられなかった (第 1図 )。

%
10

1234 1234

第 2図  開花期における恵とスターキング
の有機酸変化
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第 1図  開花期における意 とスタ‐ ングの糖および糖アルコール変化
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etidinO,Lysine,Argintneの 20種 であるが,豊的に

多いものは
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第 3図 開花期における恵とスターキングのア ミ′酸変化
注.第 1図,第 2図 ,第 3図の横軸は生育ステージ別分析回数で
採収期は第 1表に記 した。

商品種の成分変化を比較すると次のようであった。  (1)量 的に恵が勝るもの

1)Oreen custOr期 から開花期になるにつれて,   Pro■ ino,Va■■llo,Me hionino,工 oo■ oucine,

差が開 くもの。                   Cho,Tyrogine,orniぬ ine,ぃ Ine,
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(2)量 的にスターキ ングが勝るもの。
SettnO, ユ anttle

2)0お en。■uator期 から開花期まで差がみ られ

るが,そ の差にあまり変化がみられないもの。

(1)量的に恵が勝るもの

AepartiC acid, G工uta n iC acic, Arginino,

(2)量的にスターキングが勝るもの

該当な し

3)O reen。 ユuet er期 又は
'int b崚

期 に差 ltみ

られるが開花期になるにつれて差がみ られなくなるも

の。

(1)量的に恵が勝るもの

“

pけagine

(2)量 的にスターキングが勝るもの

o■uta m tne,

4)商品種に差がほとんどみられないもの
Threonino, Cuine,Pbery■ altanillo, 7‐‐■■inob‐

uty■ic acld(第 3図 )

また両種とも開花時期より落果後に減少がみられる

ァ ミ′酸は 01uta■ lino,“ partic aciこ ,Thre“inO,

G■uta nic ac● こ, 0■ycine, A■ an■nel V8■ine, Mo th‐

i onin3工 80■ 0■Oine, Phen7■ 82a nte, ■1 8tiこIner Lア‐

etn。 および‐ e■ntnOで,一方,恵だけに減少がみら
れるものは PrO■ine,LouCineぉ ょび TyrO● lneが ぁり,

またスターキングだけに減少がみ られるものは Se rl‐

neが あった。

化学分析の結果から恵とスターキングの間には以上

のような差がみられたが,今後は差のみられた成分に

ついて,花粉の生育に対する彫鶴  さらには果実の結

実に対する影響を追跡する必要があると思われる。

4摘    要

greOュ 。■ugterか ら, 落花後まで生育ステージ別に

自家受精の高い恵と低いスターキングの花を供試 し,

糖および糖アルコール,有機酸,ア ミ′酸について成

分分析を行い,次のような相違点がみられた。
1 糖および糖アルコール ;
スターキングがPiル bmか ら満 開期にかけて増加
し,内容的には C■uc080,Fnctogoぉ ょび SOrbito■

が多かった。

2 有機酸 ;
スターキングではどのステージでもQu■niC ao■こが

多かった。

3 アミ′酸 ;
恵ではPr。■ino,L Oucin3 18o■ Oucine・ Tyroein、 Va_

■■n、 M8tnIOllitt omlthinoぉょびL"ineめ
'Pink'直

から満開期にかけて増加し,鰺partiC acit O■uta ul_

■●311aお よび力嘔intnoは どのステージでも多かった。

スターキングでは 0 0rlneぉ よび a■atlineが P in,b■ d

から開花期にかけて増加 した。
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リンゴわい性樹の外科処理時期と結実促進効果について

伊藤  明治・藤根 勝栄・能瀬 拓夫
(着手県目芸試験場 )

1ま え が き

リンゴわい性樹は,早期結実 (早期多収)良 品生産・

省力化という見地から関係者の関心が高く,新植にあ

たっては各地域 ともそのほとんどがわい性樹となって

いる。これらわい性樹は台木の種類及び穂種との組合

せによって結実樹令あるいは着果量が異なることから

わい性樹幼木の花芽着生・結実促進をはかることが必

要でぁり,こ のための一手段として ,′ ギ ング(ス コ

アリング)処理の効果について検討 したので報告する。

2試 験 方 法

供試品種 ふじ/■ M IC6台, 4年生樹
ウ
=ル
スパー/実生台 5年生

処理区欄 1処理 3樹

処理時期 リンギング処理  6月 1日 ,6月 15日 ,


